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第１６９回 教育研究評議会 議事録

日 時 平成３１年 ２月１４日（木）
１３時３０分～１４時５５分

場 所 事務局第一会議室（本部棟３階）

出席者
学長（議長） 長谷部
理事 大門、森下、中村、箱田
副学長 髙木
教育学部 杉山、池田、白取
経済学部 永井、佐藤
経営学部 原、谷地
理工学部 羽深
都市科学部 齊藤
国際社会科学研究院 荒木、奥村
工学研究院 渡邉、新井、眞田
環境情報研究院 根上、大谷、松田
都市イノベーション研究院 佐土原、白水、山田
教養教育主事 上ノ山
附属図書館長 志田

議 事

Ⅰ 議事録確認

第１６８回議事録（案）（資料1）について、原案のとおり確認した。

Ⅱ 報告事項

１．議長報告
議長から、次の事項について報告があった。

（ 1）第２８回IAS-YNUセミナー
横浜国立大学先端科学高等研究院 上席特別教授 三島良直先生 講演

（東京工業大学名誉教授・前学長） 出席 （1/17）
（ 2）国立大学協会 総会 出席 （1/23）≪資料2-1≫
（ 3）友松会 新春の集い 出席・挨拶 （1/26）
（ 4）国立大学協会 教育・研究委員会、教育・学生小委員会 出席 （1/29）
（ 5）議員面談「上田 勇：公明党神奈川県本部代表（元衆議院議員）」 （1/30）
（ 6）中日教育交流新年会 出席 （1/30）
（ 7）Ｍ＆Ｃコンサルティング主催 講演会 出席 （2/1）
（ 8）ＫＩＰ会 賀詞交換会 出席 （2/1）
（ 9）IAS 横浜国立大学先端科学高等研究院

第二フェーズ・キックオフシンポジウム 出席・挨拶 （2/5）
（10）2/ 8 国立大学協会 支部会議 出席 （2/5）≪資料2-2≫
（11）第４回 ＹＮＵささらサロン開催について ≪資料2-3≫
（12）次期学部長 指名

・経営学部 谷地 弘安 教授
・都市科学部 川添 裕 教授
・理工学部 眞田 一志 教授

２．委員会報告
議長（学長）から、委員会の開催状況について、資料２-４のとおりである旨報告

があった。
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３．部局等報告
各部局等から、次の事項について報告があった。

( 1) 理事（総務担当）
・教員の任期に関する規則改正について（資料3-1）
・平成３０年度防災・防火訓練の実施について（資料3-2）

( 2) 副学長（教育担当）
・平成３１年度大学入学センター試験について（口頭）
・平成３１年度一般入試出願受付数について（資料3-3）
・特別研究教員の授業担当について（資料3-4）
・柴山イニシアティブ及び情報収集について（資料3-5）

( 3) 教育学部長
・平成３０年度小学校教員資格認定試験実施報告について（資料3-6）

( 4) 経営学部長
・次期経営学部評議員候補者の選出について（真鍋誠司 教授(後任)）（口頭）

( 5) 国際社会科学研究院長
・次期国際社会科学研究院評議員候補者の選出について（口頭）

（高橋 賢 教授（新任）、荒木一郎 教授(再任)）（口頭）
( 6) 環境情報研究院長

・環境情報国際フォーラム実施報告（資料3-7）
( 7) 都市イノベーション研究院長

・チュラロンコン大学建築学部（タイ）との部局間協定の更新について（資料3-8）
・ダナン大学（ベトナム）との部局間ダブルディグリー・プログラム協定の締結

について（資料3-9）
・YNU防災・減災シンポジウムの開催について（資料3-10）

４．その他報告
「構造改革」について、資料３-１１及び３-１１-１～３-１１-４に基づき、理事

（総務担当）、副学長（教育担当）、理事（研究・評価担当）、理事（国際・地域・広
報担当）から、それぞれ担当する項目の、議論の整理状況について報告後、理事（総
務担当）から、１年間に渡って議論した構造改革の整理は、いったん区切りを付ける
形にしたいこと。検討課題への取組を明記しているので、個々の論点については引き
続き検討し、取り組んでいくことの説明があった。

Ⅲ 人事事項報告

議長（学長）から、資料３-１２に基づき、男女共同参画推進センターの人事事項に
ついて報告があった。

Ⅳ 審議事項

１．「全学教育研究施設の最終報告・中間報告」について
理事（総務担当）から、全体の概要について、理事（国際・地域・広報担当）から、

資料４-１に基づき、地域実践教育研究センターの中間報告について、理事（研究・
評価担当）から、資料４-２～４-３に基づき、リスク共生社会創造センター及び未来
情報通信医療社会基盤センターの最終報告について説明後、未来情報通信医療社会基
盤センターに関しては更新しない旨の提案があり、審議の結果、原案のとおり承認さ
れた。

２．「教員の業績評価」について
理事（総務担当）から、資料５-１～５-２に基づき、大綱（案）、要綱（案）につ

いて、部局からの意見を反映し議論を進めてきたこと、４月から実施する業績評価の
根幹にあたることから、意見を踏まえて、要綱（案）に赤字で追記し修正したことの
説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。
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３．「横浜市立大学と横浜国立大学との相互協力・連携協定書（案）」について
理事（研究・評価担当）から、資料６-１～６-３に基づき、学術研究、教育等にお

ける相互協力・連携体制を構築するために協定を締結すること、締結に向けたスケジ
ュール（案）では、「協定書調印式」が２月27日（水）に決定したこと、締結後の取組
事項について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。

４．「２０２１年度横浜国立大学大学院入学者選抜方法の変更」について
副学長（教育担当）から、資料７-１～７-２に基づき、理工学府及び環境情報学府

の博士課程前期学生募集における選抜方法の変更について説明があり、審議の結果、
原案のとおり承認された。

５．「横浜国立大学附属図書館運営委員会規則の一部を改正する規則の制定（案）」に
ついて

副学長（教育担当）から、資料８及び８-１に基づき、学術情報リポジトリ運営委員
会の機能を附属図書館運営委員会に統合することに伴い、関係規則の改正を行う旨の
説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。

６．「横浜国立大学学術情報リポジトリ運営指針の一部改正」について
理事（研究・評価担当）から、資料９及び９-１～９-２に基づき、学術情報リポジ

トリ運営委員会の機能を附属図書館運営委員会に統合することに伴い、関係規則の改
正を行う旨の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。

Ⅳ その他事項

１．「平成３１年度予算内示額及び予算編成の基本方針（案）」について
議長（学長）から、意見を徴する旨説明後、理事（財務・施設担当）・事務局長か

ら、文部科学省からの予算内示日程の関係から、会議の順番を逆転し、１月の経営協
議会で審議させていただいた旨の報告後、資料１０-１～１０-４に基づき、平成３１
年度運営費交付金等予算（案）の概要について、「国立大学法人全体」及び「横浜国
立大学」の状況と新しい評価・資源配分の仕組みの導入について説明があった。引き
続き、資料１０-５～１０-６に基づき、平成３１年度本学の評価結果に基づいた予算
編成の基本方針（案）の説明があり、質疑応答後、原案のとおり、役員会に付議する
こととした。

なお、委員からの意見等は次のとおり。
・共通指標「１．会計マネジメント改革の進捗状況」等の評価について、今後、ど

のような改善をしていくのか、教員が改善できる具体的な指示の考えについて確
認があり、理事（財務・施設担当）・事務局長から、全てに点数を取っていくこ
とは難しいと思うが、役員の中で分析・検討を行っているところであること、ま
た、学長から、教員1人1人がどういうふうな形で頑張れば大学全体に評価が出る
かということを示さないといけないと思っていることから、３月～４月の評議会
で検討状況の報告をしたい旨の発言があった。

以 上




